
徳
島
県
訓
令
第
五
号

庁

中

一

般

東

部

各

局

各

セ

ン

タ

ー

等

各

総

合

県

民

局

徳
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

徳
島
県
収
用
委
員
会
事
務
局

機
構
改
革
に
伴
う
関
係
訓
令
の
整
備
に
関
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

機
構
改
革
に
伴
う
関
係
訓
令
の
整
備
に
関
す
る
訓
令

（
職
員
の
表
彰
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
）

第
一
条

職
員
の
表
彰
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
徳
島
県
訓
令
第
百
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
、
監
察
局
長
」
を
削
り
、
「
（
以
下
「
総
合
県
民
局
」
と
い
う
。
）
の
長
」
を

「
の
長
又
は
知
事
戦
略
公
室
長
（
以
下
「
県
民
局
長
等
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
総
合
県
民
局
の
長
」
を
「
県
民
局
長
等
」
に
、
「
経
営
戦
略
部
長

」
を
「
企
画
総
務
部
長
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
総
合
県
民
局
の
長
」
を
「
県
民
局
長
等
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
「㊞

」
を
削
る
。

，
、

様
式
第
二
号
中
「㊞

」
を
削
る
。

（
徳
島
県
公
印
規
程
の
一
部
改
正
）

第
二
条

徳
島
県
公
印
規
程
（
昭
和
二
十
九
年
徳
島
県
訓
令
第
百
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
中
「
監
察
局
長
印
及
び
監
察
局
印
」
を
「
知
事
戦
略
公
室
長
印
及
び
知
事
戦
略
公
室
印
」
に

改
め
、
「
、
局
長
印
及
び
局
印
」
を
削
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
危
機
管
理
環
境
部
消
防
保
安
課
」
を
「
危
機
管
理
部
消
防
保
安
課
」
に
改
め
、

同
条
第
三
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

徳
島
県
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

第
六
条
第
一
項
中
「
法
制
文
書
課
長
」
を
「
企
画
総
務
部
総
務
監
察
課
法
制
文
書
室
長
（
以
下
「
法

制
文
書
室
長
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
監
察
局
長
」
を
「
企
画
総
務
部
長
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
会
計
課
長
が
管
守
し
」
を
「
出
納
局
会
計
課
長
（
以
下
「
会
計
課
長
」
と
い
う
。
）
が
管
守
し
」
に

、
「
新
調
（
行
政
組
織
の
改
廃
等
の
た
め
新
規
に
作
成
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
改
刻
又

は
廃
棄
す
る
」
を
「
新
調
（
行
政
組
織
の
改
廃
等
の
た
め
新
規
に
作
成
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ

。
）
、
改
刻
又
は
廃
棄
を
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
監
察
局
長
印
及
び
監
察
局
印
」
を
「
知

事
戦
略
公
室
長
印
及
び
知
事
戦
略
公
室
印
」
に
改
め
、
「
又
は
監
察
局
」
を
削
り
、
「
の
長
」
の
下
に

「
又
は
上
席
秘
書
幹
」
を
加
え
、
「
監
察
局
長
の
」
を
「
知
事
戦
略
公
室
長
の
」
に
改
め
、
同
条
第
四

項
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
税
務
課
長
」
を
「
企
画
総
務
部
税
務
課
長
」
に
、
「
新
調
、
改
刻
又
は

廃
棄
す
る
」
を
「
新
調
、
改
刻
又
は
廃
棄
を
す
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六

項
中
「
監
察
局
長
」
を
「
企
画
総
務
部
長
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「



監
察
局
長
」
を
「
企
画
総
務
部
長
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
中
第
八
項
を
第
七
項

と
す
る
。

第
八
条
中
「
法
制
文
書
課
長
」
を
「
法
制
文
書
室
長
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
見
出
し
中
「
ま
つ
消
」
を
「
抹
消
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
か
か
る
公
印
を
新
調
、

改
刻
又
は
廃
棄
し
た
」
を
「
係
る
公
印
の
新
調
、
改
刻
又
は
廃
棄
を
し
た
」
に
、
「
先
だ
ち
、
前
条
」

を
「
先
立
ち
、
前
条
の
規
定
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
か
か
る
」
を
「
係
る
」
に
、
「
を
廃
棄
し

よ
う
と
す
る
」
を
「
の
廃
棄
を
し
よ
う
と
す
る
」
に
、
「
と
き
は
そ
の
」
を
「
と
き
は
、
そ
の
」
に
、

「
ま
つ
消
」
を
「
抹
消
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
を
新
調
、
改
刻
又
は
廃
棄
し
た
」
を
「
の
新
調
、
改
刻
又
は
廃
棄
を
し
た
」
に
改
め
る

。
第
十
二
条
中
「
監
察
局
長
」
を
「
企
画
総
務
部
長
」
に
改
め
、
「
徴
し
」
の
下
に
「
、
」
を
加
え
、

「
を
求
め
」
を
削
り
、
「
を
提
出
せ
し
め
る
」
を
「
の
提
出
を
求
め
る
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
法
制
文
書
課
長
」
を
「
法
制
文
書
室
長
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
法
制

文
書
課
長
」
を
「
法
制
文
書
室
長
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
主
務
課
長
」
の
下
に
「
（
知
事
戦
略

公
室
に
あ
つ
て
は
、
上
席
秘
書
幹
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
法
制
文
書
課
長
」
を
「
法
制
文
書

室
長
」
に
改
め
る
。

「

監
察
局
長
印

出
納
局
長
印

局
長
印

徳
島

県
徳

島
県

徳
島
県

×

×

部

別
表
中

監
察

局
出

納
局

×

×

局

長
之

印
長

之
印

長
之

印

（2
3
×
2
3

）

（2
3
×
2
3

）

（2
0
×
2
0

）

」

「

知
事
戦
略
公
室
長
印

出
納
局
長
印

「

監
察
局
印

徳
島

県
徳

島
県

徳
島

県

知
事
直
轄
組
織

を

出
納

局

に
、

知
事
戦
略
公
室

長
之

印
長

之
印

監
察

局

（2
3
×
2
3

）

（2
3
×
2
3

）

」

（4
5
×
4
5

）

出
納
局
印

局
印

「

知
事
戦
略
公
室
印

徳
島

県
徳

島
県

徳
島

県
徳

×

×

部

を

知
事
直
轄
組
織

出
納

局

×

×

局
知
事
戦
略
公
室

出

（4
5
×
4
5

）

（3
0
×
3
0

）

」

（4
5
×
4
5

）



出
納
局
印

島
県

に
改
め
る
。

納
局

（4
5
×
4
5

）

」

（
加
賀
須
野
橋
可
動
橋
操
作
要
領
の
一
部
改
正
）

第
三
条

加
賀
須
野
橋
可
動
橋
操
作
要
領
（
昭
和
三
十
一
年
徳
島
県
訓
令
第
六
百
三
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
一
条
第
八
号
」
を
「
第
一
条
第
九
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
て
ん
ま

つ
」
を
「
て
ん
末
」
に
改
め
る
。

（
徳
島
県
統
計
調
査
調
整
規
程
の
一
部
改
正
）

第
四
条

徳
島
県
統
計
調
査
調
整
規
程
（
昭
和
三
十
七
年
徳
島
県
訓
令
第
四
百
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
県
立
総
合
大
学
校
本
部
」
を
「
知
事
戦
略
公
室
」
に
改
め
、
「
、
徳
島
県
産
業
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
」
を
削
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
政
策
創
造
部
を
」
を
「
企
画
総
務
部
を
」
に
改
め
、
「
の
長
」
の
下
に
「
及
び

知
事
戦
略
公
室
長
」
を
、
「
課
」
の
下
に
「
又
は
知
事
戦
略
公
室
」
を
加
え
、
「
政
策
創
造
部
長
」
を

「
企
画
総
務
部
長
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
政
策
創
造
部
長
」
を
「
企
画
総
務
部
長
」
に
改
め
る

。
第
四
条
中
「
統
計
デ
ー
タ
課
を
」
を
「
企
画
総
務
部
統
計
課
を
」
に
改
め
、
「
の
長
」
の
下
に
「
（

知
事
戦
略
公
室
に
あ
つ
て
は
、
上
席
秘
書
幹
）
」
を
加
え
、
「
統
計
デ
ー
タ
課
長
」
を
「
企
画
総
務
部

統
計
課
長
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
中
「政

策
創
造
部
長

」
を
「企

画
総
務
部
長

」
に
、
「部

長
名

」
を
「部

長
又
は
知
事

戦
略
公
室
長

」
に
改
め
、
「印

」
を
削
り
、
「

」
を
「

」
に
、
「す

べ
て

」
を
「全

て

」
に
改
め

，
、

る
。

（
徳
島
県
広
報
事
務
処
理
規
程
の
廃
止
）

第
五
条

徳
島
県
広
報
事
務
処
理
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
徳
島
県
訓
令
第
五
百
六
十
九
号
）
は
、
廃
止
す

る
。

（
徳
島
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
改
正
）

第
六
条

徳
島
県
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
四
十
年
徳
島
県
訓
令
第
四
百
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
項
中
「
す
み
や
か
に
」
を
「
速
や
か
に
」
に
、
「
人
事
課
長
」
を
「
企
画
総
務
部
人
事

課
長
（
以
下
「
人
事
課
長
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
す
み
や
か
に
」
を
「
速
や
か

に
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
平
成
四
年
徳
島
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
」
を
「
徳
島
県
人
事
委
員
会
規
則

七
―
四
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
昭
和
四
十
年
徳
島
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
」
を
「
徳
島
県
人
事
委
員
会



規
則
七
―
一
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
中
「
昭
和
四
十
年
人
事
委
員
会
規
則
八
―
二
」
を
「
徳
島
県
人
事
委
員
会
規
則
八
―
二
」

に
改
め
る
。

第
二
十
条
中
「
管
財
課
長
」
を
「
企
画
総
務
部
管
財
課
長
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
二
項
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
の
三
中
「
経
営
戦
略
部
長
」
を
「
企
画
総
務
部
長
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
第
二
項
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
中
「
経
営
戦
略
部
長
」
を
「
企
画
総
務
部
長
」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
号
の
三
中
「印
」
を
削
る
。

様
式
第
十
号
の
四
か
ら
様
式
第
十
号
の
六
ま
で
及
び
様
式
第
十
二
号
中
「印

」
を
削
り
、
「

」
を

，

「

」
に
改
め
る
。

、（
徳
島
県
行
政
資
料
管
理
規
程
の
一
部
改
正
）

第
七
条

徳
島
県
行
政
資
料
管
理
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
徳
島
県
訓
令
第
二
百
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
八
号
中
「
統
計
デ
ー
タ
課
長
」
を
「
企
画
総
務
部
統
計
課
長
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
、
「
統
計
デ
ー
タ
課
」
を
「
企
画
総
務
部
統
計
課
」
に
改
め

る
。第

四
条
第
一
項
中
「
並
び
に
県
立
総
合
大
学
校
本
部
」
を
「
、
知
事
戦
略
公
室
」
に
、
「
、
徳
島
県

産
業
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
、
「
の
長
」
の
下
に
「
（
知
事
戦
略
公
室
に

あ
つ
て
は
、
上
席
秘
書
幹
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
管
財
課
長
」
を
「
企
画
総
務
部
管
財
課
長

」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
政
策
創
造
部
長
」
を
「
企
画
総
務
部
長
」
に
改
め
る
。

（
職
員
の
人
事
評
価
及
び
自
己
申
告
制
度
実
施
規
程
の
一
部
改
正
）

第
八
条

職
員
の
人
事
評
価
及
び
自
己
申
告
制
度
実
施
規
程
（
昭
和
四
十
五
年
徳
島
県
訓
令
第
七
百
二
十

二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
「
人
事
課
長
」
を
「
企
画
総
務
部
人
事
課
長
（
以
下
「
人
事
課
長
」
と
い
う
。
）
」
に
改

め
る
。

（
徳
島
県
県
営
林
経
営
規
程
の
一
部
改
正
）

第
九
条

徳
島
県
県
営
林
経
営
規
程
（
昭
和
四
十
六
年
徳
島
県
訓
令
第
二
百
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
四
条
中
「
第
一
条
第
七
号
」
を
「
第
一
条
第
八
号
」
に
改
め
る
。

（
徳
島
県
県
有
車
両
整
備
管
理
実
施
規
程
の
一
部
改
正
）

第
十
条

徳
島
県
県
有
車
両
整
備
管
理
実
施
規
程
（
昭
和
四
十
七
年
徳
島
県
訓
令
第
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
管
財
課
」
を
「
企
画
総
務
部
管
財
課
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
号
ロ
、
第
五
条
及
び
第
六
条
中
「
経
営
戦
略
部
長
」
を
「
企
画
総
務
部
長
」
に
改
め
る

。
第
七
条
中
「
管
財
課
長
」
を
「
企
画
総
務
部
管
財
課
長
（
以
下
「
管
財
課
長
」
と
い
う
。
）
」
に
、

「
行
な
つ
た
」
を
「
行
つ
た
」
に
改
め
る
。

（
徳
島
県
行
政
考
査
規
程
の
一
部
改
正
）



第
十
一
条

徳
島
県
行
政
考
査
規
程
（
昭
和
四
十
七
年
徳
島
県
訓
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
考
査
の
実
施
）

第
三
条

考
査
は
、
随
時
行
う
。

第
四
条
第
三
項
中
「
監
察
評
価
課
」
を
「
企
画
総
務
部
総
務
監
察
課
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
関

係
課
等
の
長
」
を
「
関
係
す
る
課
及
び
課
内
室
、
東
部
各
局
、
セ
ン
タ
ー
等
（
徳
島
県
行
政
組
織
規
則

（
昭
和
四
十
二
年
徳
島
県
規
則
第
十
五
号
）
第
四
条
第
三
号
に
規
定
す
る
セ
ン
タ
ー
等
を
い
う
。
）
並

び
に
総
合
県
民
局
の
長
、
労
働
委
員
会
及
び
収
用
委
員
会
の
事
務
局
長
並
び
に
上
席
秘
書
幹
（
以
下
「

関
係
課
等
の
長
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
六
条
中
「
行
な
わ
れ
る
」
を
「
行
わ
れ
る
」
に
改
め
る
。

（
徳
島
県
土
地
利
用
対
策
会
議
設
置
規
程
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

徳
島
県
土
地
利
用
対
策
会
議
設
置
規
程
（
昭
和
四
十
八
年
徳
島
県
訓
令
第
十
四
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
号
中
「
第
一
条
第
八
号
」
を
「
第
一
条
第
九
号
」
に
改
め
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
三
条
関
係
）

部

課

危
機
管
理
部

消
防
保
安
課

安
全
衛
生
課

企
画
総
務
部

管
財
課

市
町
村
課

観
光
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部

観
光
政
策
課

生
活
環
境
部

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
推
進
課

環
境
指
導
課

環
境
管
理
課

経
済
産
業
部

企
業
支
援
課

農
林
水
産
部

林
業
振
興
課

水
産
振
興
課

農
山
漁
村
振
興
課

生
産
基
盤
課

森
林
土
木
・
保
全
課

県
土
整
備
部

用
地
対
策
課

高
規
格
道
路
課

都
市
計
画
課

河
川
政
策
課

砂

防
防
災
課

港
湾
政
策
課

（
徳
島
県
道
路
維
持
補
修
規
程
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

徳
島
県
道
路
維
持
補
修
規
程
（
昭
和
四
十
九
年
徳
島
県
訓
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。



第
二
条
第
二
項
中
「
道
路
整
備
課
長
」
を
「
県
土
整
備
部
道
路
整
備
課
長
（
以
下
「
道
路
整
備
課
長

」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

（
徳
島
県
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

徳
島
県
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
程
（
昭
和
六
十
一
年
徳
島
県
訓
令
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
号
中
「
、
徳
島
県
産
業
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
」
を
削
り
、
同
条
第
四
号
中
「
（
徳
島
県

産
業
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
六
号
中
「
県
立
総
合
大
学
校
本
部
」
を
「

知
事
戦
略
公
室
」
に
改
め
、
「
、
徳
島
県
産
業
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
」
を
削
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
経
営
戦
略
部
長
」
を
「
企
画
総
務
部
長
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
経
営
戦

略
部
職
員
厚
生
課
長
」
を
「
企
画
総
務
部
職
員
厚
生
課
長
（
以
下
「
職
員
厚
生
課
長
」
と
い
う
。
）
」

に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
経
営
戦
略
部
職
員
厚
生
課
長
」
を
「
職
員
厚
生
課
長
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項

中
「
経
営
戦
略
部
職
員
厚
生
課
副
課
長
」
を
「
企
画
総
務
部
職
員
厚
生
課
副
課
長
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
長
」
の
下
に
「
（
知
事
戦
略
公
室
に
あ
つ
て
は
、
上
席
秘
書
幹
）
」
を
加
え
る

。
第
十
一
条
第
九
項
中
「
経
営
戦
略
部
職
員
厚
生
課
」
を
「
企
画
総
務
部
職
員
厚
生
課
（
以
下
「
職
員

厚
生
課
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
七
項
中
「
経
営
戦
略
部
職
員
厚
生
課
」
を
「
職
員
厚
生
課
」
に
改
め
る
。

（
徳
島
県
職
員
研
修
規
程
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

徳
島
県
職
員
研
修
規
程
（
平
成
七
年
徳
島
県
訓
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
九
条
第
二
項
中
「
経
営
戦
略
部
長
」
を
「
企
画
総
務
部
長
」
に
改
め
る
。

（
県
庁
総
合
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
規
程
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

県
庁
総
合
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
規
程
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
訓
令
第
十
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
六
号
中
「
並
び
に
県
立
総
合
大
学
校
本
部
並
び
に
」
を
「
、
知
事
戦
略
公
室
、
」
に
、
「

セ
ン
タ
ー
等
及
び
」
を
「
セ
ン
タ
ー
等
並
び
に
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
中
「
経
営
戦
略
部
ス
マ
ー
ト

県
庁
推
進
課
長
」
を
「
企
画
総
務
部
情
報
政
策
課
行
政
Ｄ
Ｘ
推
進
室
長
」
に
改
め
、
同
条
第
八
号
中
「

所
属
長
」
の
下
に
「
（
知
事
戦
略
公
室
に
あ
っ
て
は
、
上
席
秘
書
幹
）
」
を
加
え
る
。

第
十
四
条
中
「
経
営
戦
略
部
長
」
を
「
企
画
総
務
部
長
」
に
改
め
る
。

（
徳
島
県
工
事
検
査
規
程
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

徳
島
県
工
事
検
査
規
程
（
平
成
十
二
年
徳
島
県
訓
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
三
条
第
二
号
中
「
出
納
局
公
共
入
札
検
査
課
長
」
の
下
に
「
（
以
下
「
公
共
入
札
検
査
課
長
」
と

い
う
。
）
」
を
加
え
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
並
び
に
県
立
総
合
大
学
校
本
部
並
び
に
」
を
「
、
」
に
、
「
セ
ン
タ
ー
等
及
び

」
を
「
セ
ン
タ
ー
等
並
び
に
」
に
改
め
、
「
長
」
の
下
に
「
並
び
に
上
席
秘
書
幹
」
を
加
え
る
。

第
五
条
及
び
第
十
条
中
「
出
納
局
公
共
入
札
検
査
課
長
」
を
「
公
共
入
札
検
査
課
長
」
に
改
め
る
。

（
徳
島
県
法
規
審
議
委
員
会
規
程
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

徳
島
県
法
規
審
議
委
員
会
規
程
（
平
成
十
三
年
徳
島
県
訓
令
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う



に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
監
察
局
長
」
を
「
企
画
総
務
部
長
」
に
、
「
監
察
局
次
長
」
を
「
企
画
総
務
部

副
部
長
（
企
画
総
務
部
副
部
長
が
二
人
以
上
置
か
れ
て
い
る
と
き
は
、
委
員
長
が
指
定
す
る
企
画
総
務

部
副
部
長
）
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

企
画
総
務
部
総
務
監
察
課
長
、
人
事
課
長
、
財
政
課
長
、
管
財
課
長
及
び
市
町
村
課
長

第
四
条
第
三
項
中
「
監
察
局
監
察
評
価
課
長
」
を
「
企
画
総
務
部
総
務
監
察
課
長
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
県
立
総
合
大
学
校
本
部
」
を
「
知
事
戦
略
公
室
」
に
改
め
、
「
、
徳
島
県
産
業

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
」
を
削
り
、
「
の
長
」
の
下
に
「
（
知
事
戦
略
公
室
に
あ
っ
て
は
、
上
席
秘
書
幹

）
」
を
加
え
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
監
察
局
長
」
を
「
企
画
総
務
部
長
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
監
察
局
法
制
文
書
課
」
を
「
企
画
総
務
部
総
務
監
察
課
法
制
文
書
室
」
に
改
め
る
。

（
附
属
機
関
の
委
員
等
の
指
定
に
関
す
る
訓
令
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

附
属
機
関
の
委
員
等
の
指
定
に
関
す
る
訓
令
（
平
成
十
七
年
徳
島
県
訓
令
第
九
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
二
条
関
係
）

附
属
機
関

委
員
等

職

徳
島
県
国
民
保
護

委
員

政
策
監

協
議
会

徳
島
県
防
災
会
議

委
員

政
策
監

幹
事

防
災
対
策
推
進
課
長

政
策
企
画
課
長

保
健
福
祉
政
策
課
長

経
済
産
業
政
策
課
長

農
林
水
産
政
策
課
長

砂
防
防
災
課

長

南
部
総
合
県
民
局
地
域
創
生
防
災
部
長

西
部
総
合
県
民

局
地
域
創
生
観
光
部
次
長

徳
島
県
石
油
コ
ン

本
部
員

政
策
監

危
機
管
理
部
長

ビ
ナ
ー
ト
等
防
災

本
部

幹
事

防
災
対
策
推
進
課
長

政
策
企
画
課
長

環
境
管
理
課
長

健

康
寿
命
推
進
課
長

企
業
支
援
課
長

水
産
振
興
課
長

都
市

計
画
課
長

港
湾
政
策
課
長

南
部
総
合
県
民
局
地
域
創
生
防

災
部
長

徳
島
県
交
通
安
全

委
員

危
機
管
理
部
長

対
策
会
議

幹
事

消
防
保
安
課
長

消
費
者
政
策
課
長

医
療
政
策
課
長

長
寿

い
き
が
い
課
長

障
が
い
福
祉
課
長

道
路
整
備
課
長

都
市



計
画
課
長

徳
島
県
固
定
資
産

委
員

企
画
総
務
部
長

評
価
審
議
会

徳
島
県
薬
事
審
議

幹
事

保
健
福
祉
政
策
課
長

医
療
政
策
課
長

健
康
寿
命
推
進
課
長

会

薬
務
課
長

徳
島
県
障
が
い
者

幹
事

生
活
環
境
政
策
課
長

労
働
雇
用
政
策
課
長

健
康
寿
命
推
進

施
策
推
進
協
議
会

課
長

障
が
い
福
祉
課
長

住
宅
課
建
築
指
導
室
長

徳
島
県
都
市
計
画

幹
事

県
土
整
備
部
長

環
境
指
導
課
長

生
産
基
盤
課
長

高
規
格

審
議
会

道
路
課
長

道
路
整
備
課
長

都
市
計
画
課
ま
ち
づ
く
り
室
長

住
宅
課
長

河
川
整
備
課
長

水
環
境
整
備
課
長

徳
島
県
開
発
審
査

幹
事

県
土
整
備
部
長

県
土
整
備
部
副
部
長
（
技
術
全
般
を
担
当
す

会

る
者
に
限
る
。
）

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
推
進
課
長

環
境
指

導
課
長

環
境
管
理
課
長

生
産
基
盤
課
長

森
林
土
木
・
保

全
課
長

用
地
対
策
課
長

道
路
整
備
課
長

都
市
計
画
課
長

住
宅
課
長

河
川
政
策
課
長

河
川
整
備
課
長

砂
防
防
災

課
長

徳
島
県
地
方
港
湾

幹
事

県
土
整
備
部
長

港
湾
政
策
課
長

審
議
会

（
徳
島
県
兼
務
発
令
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

徳
島
県
兼
務
発
令
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
二
年
徳
島
県
訓
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

職

兼
ね
る
職

徳
島
県
防
災
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長

徳
島
県
消
防
学
校
長

徳
島
県
防
災
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
次
長

徳
島
県
消
防
学
校
副
校
長

危
機
管
理
部
消
費
者
政
策
課
長

徳
島
県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長

観
光
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
文
化
資
源
活
用
課

徳
島
県
立
埋
蔵
文
化
財
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長

長



観
光
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
文
化
資
源
活
用
課

徳
島
県
立
埋
蔵
文
化
財
総
合
セ
ン
タ
ー
副
課
長

副
課
長

徳
島
県
中
央
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

徳
島
県
立
女
性
自
立
支
援
施
設
し
ら
ぎ
く
寮
長

所
長

徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン

徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

タ
ー
資
源
環
境
研
究
課
長

病
害
虫
防
除
所
長

第
三
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
危
機
管
理
環
境
部
消
費
者
く
ら
し
安
全
局
安
全
衛
生
課
」
を
「

危
機
管
理
部
安
全
衛
生
課
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
危
機
管
理
環
境
部
消
費
者
く
ら
し
安
全
局
消
費
者
政
策
課
」
を
「
危
機
管
理
部
消
費
者

政
策
課
」
に
改
め
る
。

第
八
条
を
削
り
、
第
七
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
六
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
経
営
戦
略
部
税
務
課
」
を
「
企
画
総
務
部
税
務
課
」
に
改

め
、
同
条
を
第
七
条
と
し
、
第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
企
画
総
務
部
政
策
企
画
課
へ
の
兼
務
）

第
六
条

徳
島
県
東
京
本
部
の
職
員
の
う
ち
、
当
該
本
部
の
庁
舎
で
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た

者
は
、
企
画
総
務
部
政
策
企
画
課
の
兼
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。

２

徳
島
県
関
西
本
部
の
職
員
の
う
ち
、
当
該
本
部
の
庁
舎
で
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
は
、

企
画
総
務
部
政
策
企
画
課
の
兼
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。

第
九
条
の
見
出
し
を
「
（
徳
島
県
立
女
性
自
立
支
援
施
設
し
ら
ぎ
く
寮
へ
の
兼
務
）
」
に
改
め
、
同

条
中
「
徳
島
県
立
婦
人
保
護
施
設
し
ら
ぎ
く
寮
の
」
を
「
徳
島
県
立
女
性
自
立
支
援
施
設
し
ら
ぎ
く
寮

の
」
に
、
「
徳
島
県
立
婦
人
保
護
施
設
し
ら
ぎ
く
寮
長
」
を
「
徳
島
県
立
女
性
自
立
支
援
施
設
し
ら
ぎ

く
寮
長
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
を
削
り
、
第
十
三
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

（
徳
島
県
副
知
事
の
担
任
事
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

徳
島
県
副
知
事
の
担
任
事
務
に
関
す
る
規
程
（
令
和
五
年
徳
島
県
訓
令
第
九
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ロ

知
事
戦
略
公
室
、
企
画
総
務
部
、
観
光
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
（
観
光
政
策
課
を
除
く
。
）
、
生

活
環
境
部
（
生
活
環
境
政
策
課
国
際
交
流
室
を
除
く
。
）
及
び
こ
ど
も
未
来
部
に
関
す
る
こ
と

。

第
二
条
第
二
号
イ
中
「
保
健
福
祉
部
、
商
工
労
働
観
光
部
」
を
「
観
光
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
（
観
光
政

策
課
に
限
る
。
）
、
生
活
環
境
部
（
生
活
環
境
政
策
課
国
際
交
流
室
に
限
る
。
）
、
経
済
産
業
部
」
に

改
め
、
同
号
中
ロ
を
削
り
、
ハ
を
ロ
と
し
、
ニ
を
ハ
と
す
る
。

（
徳
島
県
公
文
書
管
理
規
程
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

徳
島
県
公
文
書
管
理
規
程
（
令
和
五
年
徳
島
県
訓
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。



本
則
（
第
三
条
第
一
項
を
除
く
。
）
中
「
法
制
文
書
課
長
」
を
「
法
制
文
書
室
長
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
以
下
」
を
「
次
条
、
第
五
条
、
第
十
一
条
、
第
三
十
条
第
一
項
及
び
第
三
十
四
条
第
三

項
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
徳
島
県
産
業
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
」
を
「
知
事
戦
略
公
室
」
に
改
め
、

同
項
第
三
号
中
「
第
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
監
察
局
法
制
文
書
課
長
」
を
「
企
画
総
務
部
総
務
監
察
課
法
制
文
書
室
長
」
に

、
「
「
法
制
文
書
課
長
」
を
「
「
法
制
文
書
室
長
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
の
長
」
の
下
に
「
（

知
事
戦
略
公
室
に
あ
っ
て
は
、
上
席
秘
書
幹
）
」
を
加
え
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
の
長
」
の
下
に
「
（
知
事
戦
略
公
室
に
あ
っ
て
は
、
上
席
秘
書
幹
。
以
下
同
じ

。
）
」
を
加
え
る
。

第
六
条
第
二
項
第
一
号
中
「
徳
島
県
産
業
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
及
び
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
第
二

号
中
「
長
」
の
下
に
「
（
知
事
戦
略
公
室
に
あ
っ
て
は
、
上
席
秘
書
幹
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
る

。
第
七
条
中
「
監
察
局
法
制
文
書
課
」
を
「
企
画
総
務
部
総
務
監
察
課
法
制
文
書
室
」
に
、
「
「
法
制

文
書
課
」
を
「
「
法
制
文
書
室
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
法
制
文
書
課
」
を
「
法
制
文
書
室
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
長
」
の
下
に
「
（
知
事
戦
略
公
室
に
あ
っ
て
は
、
上
席
秘
書
幹
。
以
下
同
じ

。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
い
う
」
の
下
に
「
。
以
下
「
専
用
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
」

を
加
え
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
前
号
」
を
「
前
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同

項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

専
用
シ
ス
テ
ム
に
立
案
の
様
式
が
登
録
さ
れ
て
い
る
事
案

当
該
様
式
を
用
い
る
方
法

第
二
十
条
中
「
監
察
局
長
」
を
「
企
画
総
務
部
長
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
中
「
法
制
文
書
課
の
」
を
「
法
制
文
書
室
の
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
号
中
「
法
制
文
書
課
」
を
「
法
制
文
書
室
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
法
制
文
書
課
」
を
「
法
制
文
書
室
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
三
号
中
「

発
送
日
を
」
の
下
に
「
登
録
し
、
又
は
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
第
三
号
中
「
経
営
戦
略
部
ス
マ
ー
ト

県
庁
推
進
課
長
」
を
「
企
画
総
務
部
情
報
政
策
課
行
政
Ｄ
Ｘ
推
進
室
長
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
を
第
二
項
と
し
、
同
条
に

第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

条
例
第
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
公
文
書
管
理
規
程
で
定
め
る
期
間
は
、
一
年
と
す
る
。

第
三
十
四
条
第
三
項
中
「
。
以
下
」
を
「
。
第
三
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
の
見
出
し
中
「
等
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を
「
第
一
項
、
第
二
項
又

は
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

３

規
則
第
四
条
第
一
項
の
公
文
書
管
理
規
程
で
定
め
る
期
間
は
、
一
年
と
す
る
。

第
四
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
押
印
し
、
か
つ
、
文
書
件
名
簿
に
記
録
す
る
」
を
「
押
印
す
る
」
に

改
め
る
。

第
四
十
八
条
第
二
項
中
「
行
い
、
そ
の
結
果
を
監
察
統
括
監
に
報
告
す
る
」
を
「
行
う
」
に
改
め
る

。
第
五
十
条
中
「
監
察
局
長
」
を
「
企
画
総
務
部
長
」
に
改
め
る
。



附
則
中
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

改
正
前
の
徳
島
県
文
書
規
程
第
四
条
第
四
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
文
書
に
つ
い
て
は
、

令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
暦
年
に
よ
る
一
連
番
号
が
付
さ
れ
た
文

書
に
限
り
、
新
規
程
の
相
当
規
定
に
よ
り
暦
年
に
よ
る
一
連
番
号
を
付
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

別
表
第
一
中
県
立
総
合
大
学
校
本
部
の
項
及
び
徳
島
県
立
保
健
製
薬
環
境
セ
ン
タ
ー
の
項
を
削
り
、

徳
島
県
立
鳥
居
龍
蔵
記
念
博
物
館
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

徳
島
県
立
保
健
製
薬
環
境
セ
ン
タ

保
薬

セ
ー

別
表
第
一
徳
島
県
立
婦
人
保
護
施
設
し
ら
ぎ
く
寮
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

徳
島
県
立
女
性
自
立
支
援
施
設
し
ら
ぎ
く
寮

女
自

別
表
第
一
徳
島
県
産
業
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
の
項
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
令
の
様
式
に
相
当
す
る
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ

れ
ぞ
れ
の
訓
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
。


